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　今年度は、日本の新規航空会社の現状を分析する上での材料を収集すべく、多様な側面から国
内、国際両面における航空市場の研究を行った。
　国内においては、神戸、北九州空港の新規開港という新たな状況変化があった。この具体的な
影響については、2006年度に改めて検証するが、本年度は、開港に至るまでの航空市場との関わ
りについて考察をした。その結果、これらの空港政策が航空市場に与える影響は大きいものの、
現時点ではそのプラスの影響はかなり限定的なものになるのではないかと予想している。また、
安全面に関する問題が多く発生したことから、航空事業における安全性というものの位置づけに
ついて再評価を行った。
　海外の調査としては、ブラジルの航空市場の動向について訪問・聞き取り調査を行った。ブラ
ジルの航空行政当局からは、航空行政を行う上での基本理念と、その行政体制について説明を受
けた。その中でも特に興咲深いことは、行政当局の専門性と機動性の高さである。行政側のキャ
リア・アップが非常に専門性を追求するものとなっており、そのことが、複雑さを増す航空市場
を適切に誘導していく上で非常に望ましいものであると思われた。この点は、短い周期で担当の
変更が行われて、専門性を築きにくい状況となっている日本の側もぜひ見習うべきだと考える。
また、新規航空会社であるGOLからは、そのマーケティング戦略について聞き取りを行った。最
新の情報技術を最大限駆使した販売戦略によって、コストの大幅な削減と市場の拡大を同時に達
成している。この点は、大手旅行代理店に未だ大きく依存せざるを得ず、その結果として販売コ
ストが高くならざるを得ない日本の航空市場を変革していく上で、大いなるヒントを与えてくれ
るものとなろう。最後に空港当局からは、当地の空港をめぐる現状と、その問題点について話を
伺った。以上の内容については、概要を『エアライン』の連載記事として発表した。そして詳細
な内容については、日本航空の広報誌である『カレンツ』に発表した。
　また、中国の航空市場の動向については、主に日本航空の協力を得ながら情報収集、分析を行
った。日本以上に航空市場における競争が激しくなっており、それが、国内経済の活性化にも寄
与している。国家の将来展望を踏まえている点においては、日本の航空政策よりも先進的である
と評価できる点がある。この成果については、すでに前掲誌『カレンツ』に発表済みである。
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